第4部会(産業労働)第3回部会概要

日　時：平成19年4月2日(月)　18：30～20：00

場　所：市役所　第3委員会室

出席者：川西 悟．山田 正幸．佐々木 幸彦．川田 弘数．河村 信義．廣瀬 至．

　　　　(笹田 貞良．寺山 義民．高橋 宣好．工藤 恵一．石山 忍)

議　題：①働く場・働く人口を増やしたい

　　　②観光の裾野を広げる

　　　③新しい分野への挑戦

　　　この3点のテーマについて各部会員からの意見、アイディアの提案があった。

意見・アイディア

　　　①働く場・働く人口を増やしたい
　　　

　　　・人口を増やす⇒ダイナミックに人が動くイベントの創出

　　　・調査研究を行い雇用の拡大
　　　　　　　ａ.雇用者側・労働者側の意識調査

　　　　　　　ｂ.起業者による空き店舗活用の意識調査

　　　　　　　ｃ.登別にこれから必要とされる産業とは

　　　　　　　ｄ.働き手が減少していく場合の対策

　　　・新たな雇用の場づくり
　　　　　　　ａ.観光のスペシャリストを養成する機関、学校をつくる。

　　　　　　　　　(観光科のある大学、専門学校を誘致する。)

　　　　　　　ｂ.自然・温泉を生かし、健康テーマにした長期滞在できる施設。

②観光の裾野を広げる

　　　

　　　・自然体感観光⇒きびしい自然の体感⇒あたたかい人情と温泉

　　　　　できるだけ作為的でなく作ることが必要⇒自然な感動⇒記憶

　　　・札内地区に市場、レストランの開設
　　　　　　　ａ.シカ、羊、牛牧場の開設で肉の販売

　　　　　　　ｂ.シカ肉、ジンニスカン、牛肉のレストラン

　　　　　　　ｃ.シカ、羊肉、牛肉の加工品の製造、販売
　　　・登別遺産の発掘

　　　・各地域からの魅力情報発信(ホームページ等の充実)
　　　・新たな観光資源の提案⇒鷲別岬の活用
　　　・観光客を温泉だけでなく、市内全域に回遊させるには交通の検討が必要。

　　　・温泉を含み、市内の各ポイント(鷲別・鉱山・幌別・札内・カルルス・登別など)を回れるルートや、時間帯の検討。

　　　・観光客だけでなく、市民、近隣市町村も利用できるようにする。

　　　・温泉、食事、体験、物産など、広いカテゴリーを網羅するようにする。

　　　・山と海が近い登別の特徴を生かし、海に関係した新しい観光分野を広げる。

　　　・登別漁港などを利用した観光、体験、海産物の食事など。

③新しい分野への挑戦

　　　・地域通貨・電子マネーの調査研究、例えば講師を呼んでの勉強会など。
　　　・地域外通貨の獲得を目的として

　　　　　　　市民や観光客の意識調査(利用価値について)調査に基づいての研究開発。
　　　・電子マネーを全市に導入する。
　　　・地場商品の開発・発掘⇒ブランド価値(外へ) ⇒ここでしか食べられない(内へ)両方の違う価値を持たせる

　　　・本物を探して、価値ある組み合わせ(仕組)を作る⇒それの活用は内容によって検討する

　　　・室蘭工業大学と連携し産学共同事業を誘致する

　　　　　　　ａ.人材としての大学生を、そのまま雇用できる

　　　　　　　ｂ.専門分野の特色ある企業を創る

　　　・合併⇒そのデメリットとメリット⇒どんな合併があるのか？

　　　・ゆとりある生活を望む人の誘致

　　　　　　団塊の世代で若い時、就職で外に出た人が退職をしてUターンを希望する人を迎え入れ。
　　　・新産業の構築について

スーパー銭湯の誘致
